
基本的な考え方  

医薬情報提供活動  

信頼性保証の取り組み  

　あすか製薬信頼性保証本部は、薬機法 *、医薬品の
品質管理の基準（GQP）および医薬品の製造販売後安
全管理の基準（GVP）などの法律や省令を遵守し、当社
医薬品の品質および安全性を確保する、安定供給を支え
る責務を担っています。医療関係者や患者さんが当社の

医薬品を安心してお使いいただけるよう、高い倫理観と
使命感を持って業務を遂行しており、当社の医薬品が
正しく製造され、医療に貢献できる適正使用情報を提供
することを基本方針としています。
＊医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律

　女性が活躍するために重要な「女性の健康」を支えて
いるのは産婦人科の医師やコメディカルです。必要な情
報をタイムリーにお届けするため、あすか製薬ではMR（医
薬情報担当者）と学術担当者、あるいは本社マーケティン
グ部門がオンラインとリアルによるハイブリッド面談を
展開しています。また、学会共催セミナーや講演会もハ
イブリッド開催が増えており、全国さまざまな講演会にオン
ラインでご参加いただく機会を創出するなど、当社の取

り組みは多くの医療関係者から高く評価いただいていま
す。あすか製薬は産婦人科の医師が必要とする情報を届
け、当社製品の適
正使用情報を提
供することにより、
女性活躍社会の
実現に貢献してい
きます。

　営業本部では全国を6統括部（約200名のMR）でカバーし、あすか製薬の製品が適正に使用され
るよう、医療の最前線を担う医師や薬剤師に情報を提供しています。また、本社では、各製品のプロ
モーション戦略やMR 支援情報システムによってMRの活動をサポートしています。コロナ禍により
営業活動が制限された際も、デジタルとリアルを効果的に融合させた「三位一体のアプローチ」を 
駆使して製品ポテンシャルの最大化に尽力しました。今後も、常に「一歩先の努力」を心がけ、医療 
ニーズに応えることのできる組織づくりを目指します。

　女性の社会進出が進み、労働力人口に占める女性の割合は約45%になりました。人生100年時
代を迎え、人々の生活、特に女性を取り巻く社会的環境は変化し続けています。妊娠・出産 ･ 育児な
どのライフイベントを通じて、また何歳になっても生きがいを持って生活し、働き続けていくために、
女性への健康支援はとても大切です。女性がいきいきと活動するために、女性のみならず、すべての
人々が健やかに生活するための基盤となる当社医薬品の適正な製造、確実な品質保証、適正な使用を
確保すべく、一人ひとりが自らの良心に恥じないよう誇りを持って、邁進していきます。

　日本は医薬品の原薬を含めた多くの原材料を海外に
依存しています。これまでどおりに品質と安全性が確保
された医薬品を安定的に提供するためには、これまで以
上に海外製造所や提携企業との関係を強化していく必
要があります。あすか製薬では、法令を遵守し、製造販
売業の三役体制と関連部門との密接な連携を図るとと
もに、品質システムの強化、安全対策の強化および適正

使用の徹底を推進しています。また、信頼性保証本部は、
海外製造所とWin-Win の関係を築き、すべての提携会
社から信頼される組織・人材を構築・育成すべく、専門知
識や情報収集、対話力（コミュニケーション力）、課題解
決力、英語力を磨き、時代に遅れることなく成長し続け
るために、さまざまな取り組みを行っていきます。
詳細は当社ウェブサイトをご覧ください。
https://www.aska-pharma-hd.co.jp/csr/social/consumer_issues.html#anc4
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